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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成22年1月28日(2010.1.28)

【公表番号】特表2009-518262(P2009-518262A)
【公表日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【年通号数】公開・登録公報2009-018
【出願番号】特願2008-543508(P2008-543508)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０１　
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月1日(2009.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも約１０ｍ２／ｇの比表面積を有する、主に結晶性のナノスケールリチウム遷
移金属リン酸塩マテリアルであって、当該マテリアルのアモルファスの量が、脱リチオ化
および／またはリチオ化により増加したことを特徴とするリチウム遷移金属リン酸塩マテ
リアル。
【請求項２】
　少なくとも２５ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項１記載のリチウム
遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項３】
　少なくとも５０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項１記載のリチウム
遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項４】
　最小断面のディメンジョンの平均が約２００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有するこ
とを特徴とする請求項１記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項５】
　最小断面のディメンジョンの平均が約１００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有するこ
とを特徴とする請求項１記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項６】
　Ｌｉ１－ａＮｂＭｃ（ＸＯ４）ｄ（ここで、Ｍは、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ
およびＮｉからなる群から選択された第１列遷移金属の少なくとも１つ、Ｎは、周期律表
のIIＡ族、IIIＡ族、IＶＡ族、ＶＡ族、ＶIＡ族、IIＢ族、IIIＢ族、若しくはＶIIＢ族の
元素、Ｘは、Ｐ、Ｓｉ、Ｇｅ、ＡｓおよびＳからなる群から選択される少なくとも１つ、
０≦ａ≦１、０≦ｂ≦０．１０、０．８≦ｃ≦１．２、０．９≦ｄ≦２．２）の全体組成
を有することを特徴とする請求項１記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項７】
　上記ＭがＦｅであることを特徴とする請求項６記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリ
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アル。
【請求項８】
　上記ＭがＭｎ及びＦｅを含むことを特徴とする請求項６記載のリチウム遷移金属リン酸
塩マテリアル。
【請求項９】
　Ｌｉ１－ＸＭＰＯ４（ここで、Ｍは、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、ＣｏおよびＮｉか
らなる群から選択された第１列遷移金属の少なくとも１つ、またｘは使用時０と１との間
を変動する）の全体組成を有することを特徴とする請求項１記載のリチウム遷移金属リン
酸塩マテリアル。
【請求項１０】
　上記ＭはＦｅであることを特徴とする請求項９記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリ
アル。
【請求項１１】
　上記ＭはＭｎ及びＦｅを含むことを特徴とする請求項９記載のリチウム遷移金属リン酸
塩マテリアル。
【請求項１２】
　上記ｘが、上記調製されたマテリアルにおいて少なくとも約０．０５であることを特徴
とする請求項９記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項１３】
　上記ｘが、上記調製されたマテリアルにおいて少なくとも約０．１５であることを特徴
とする請求項９記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項１４】
　上記ＮがＮｂであり、０＜ｂ≦０．１０を満たすことを特徴とする請求項９記載のリチ
ウム遷移金属リン酸塩マテリアル。
【請求項１５】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、少なくとも５モル％の濃度でリ
チウムを含有することを特徴とする請求項１記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリアル
。
【請求項１６】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、少なくとも１０モル％の濃度で
リチウムを含有することを特徴とする請求項１記載のリチウム遷移金属リン酸塩マテリア
ル。
【請求項１７】
　請求項１記載のマテリアルを含むカソード。
【請求項１８】
　請求項１７記載のカソードを含む電気化学セル。
【請求項１９】
　主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルのアモルファス含
有量を増加させる方法であって、
　上記マテリアルをリチオ化及び／又は脱リチオ化する工程を備え、
　上記マテリアルは少なくとも約１０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする方法
。
【請求項２０】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルをリチオ化
及び／又は脱リチオ化する工程が、上記マテリアルを蓄電池バッテリのカソードに組み込
み、上記バッテリを充電及び／又は放電することを含むことを特徴とする請求項１９記載
の方法。
【請求項２１】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルが、少なく
とも約２５ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項１９記載の方法。
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【請求項２２】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルが、少なく
とも約５０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項２３】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルが、最小断
面のディメンジョンの平均が約２００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有することを特徴
とする請求項１９記載の方法。
【請求項２４】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルが、最小断
面のディメンジョンの平均が約１００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有することを特徴
とする請求項１９記載の方法。
【請求項２５】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルが、Ｌｉ１

－ａＮｂＭｃ（ＸＯ４）ｄ（ここで、Ｍは、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、ＣｏおよびＮ
ｉからなる群から選択された第１列遷移金属の少なくとも１つ、Ｎは、周期律表のIIＡ族
、IIIＡ族、IＶＡ族、ＶＡ族、ＶIＡ族、IIＢ族、IIIＢ族、若しくはＶIIＢ族の元素、Ｘ
は、Ｐ、Ｓｉ、Ｇｅ、ＡｓおよびＳからなる群から選択される少なくとも１つ、０≦ａ≦
１、０≦ｂ≦０．１０、０．８≦ｃ≦１．２、０．９≦ｄ≦２．２）の全体組成を有する
ことを特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項２６】
　上記ＭがＦｅであることを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項２７】
　上記ＭがＭｎ及びＦｅを含むことを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項２８】
　上記ＮがＮｂであり、０＜ｂ≦０．１０を満たすことを特徴とする請求項２５記載の方
法。
【請求項２９】
　上記の主に結晶化されたナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリアルが、Ｌｉ１

－ＸＭＰＯ４（ここで、Ｍは、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、ＣｏおよびＮｉからなる群
から選択された第１列遷移金属の少なくとも１つ、またｘは使用時０と１との間を変動す
る）の全体組成を有することを特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項３０】
　上記ＭがＦｅであることを特徴とする請求項２９記載の方法。
【請求項３１】
　上記ＭがＭｎ及びＦｅを含むことを特徴とする請求項２９記載の方法。
【請求項３２】
　上記ｘが、上記調製されたマテリアルにおいて少なくとも約０．０５であることを特徴
とする請求項２９記載の方法。
【請求項３３】
　上記ｘが、上記調製されたマテリアルにおいて少なくとも約０．１５であることを特徴
とする請求項２９記載の方法。
【請求項３４】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、少なくとも５モル％の濃度でリ
チウムを含有することを特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項３５】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、少なくとも１０モル％の濃度で
リチウムを含有することを特徴とする請求項１９記載の方法。
【請求項３６】
　一般式ＬｉａＣｂＭｃＮｄＸｅＯｆ（ここで、Ｍは、１以上の第１列遷移金属、Ｎは、
周期律表のIIＡ族、IIIＡ族、IＶＡ族、ＶＡ族、ＶIＡ族、IIＢ族、IIIＢ族、若しくはＶ
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IIＢ族の元素、Ｘは、Ｐ、Ｓｉ、Ｇｅ、ＡｓおよびＳからなる群から選択される少なくと
も１つ、０≦ａ≦１、０．００１≦ｂ≦０．１０、０．８≦ｃ≦１．２、０≦ｄ≦０．１
０、２、０．９≦ｅ≦２．２、および２、３．６≦ｆ≦８．８）を有する化合物。
【請求項３７】
　上記Ｍが、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、ＣｏおよびＮｉからなる群から選択された第
１列遷移金属の少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項３８】
　上記Ｍが、Ｆｅであることを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項３９】
　上記Ｍが、Ｍｎ及びＦｅを含むことを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項４０】
　上記ＮがＮｂであり、０＜ｂ≦０．１０を満たすことを特徴とする請求項３６記載の化
合物。
【請求項４１】
　上記ＸがＰであることを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項４２】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、少なくとも５モル％の濃度でリ
チウムを含有することを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項４３】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、少なくとも１０モル％の濃度で
リチウムを含有することを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項４４】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、９５モル％以下の濃度でリチウ
ムを含有することを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項４５】
　上記調製された組成物が、上記遷移金属濃度に比して、８５モル％以下の濃度でリチウ
ムを含有することを特徴とする請求項３６記載の化合物。
【請求項４６】
　少なくとも部分的にアモルファスであることを特徴とする、請求項３６記載の化合物を
含むマテリアル。
【請求項４７】
　少なくとも約１０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする、請求項３６記載の化
合物を含むマテリアル。
【請求項４８】
　少なくとも約２５ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする、請求項３６記載の化
合物を含むマテリアル。
【請求項４９】
　少なくとも約５０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする、請求項３６記載の化
合物を含むマテリアル。
【請求項５０】
　最小断面のディメンジョンの平均が約２００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有するこ
とを特徴とする、請求項３６記載の化合物を含むマテリアル。
【請求項５１】
　最小断面のディメンジョンの平均が約１００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有するこ
とを特徴とする、請求項３６記載の化合物を含むマテリアル。
【請求項５２】
　請求項３６記載のマテリアルを含むカソード。
【請求項５３】
　請求項５２記載のカソードを含む電気化学セル。
【請求項５４】
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　遷移金属濃度に対して、約０．１モル％～約１０モル％の濃度で炭素を含み、電気化学
的に活性なアモルファス性Ｌｉ-Ｍ-Ｐ-Ｏ-Ｃ相（ここでＭは第一列遷移金属の少なくとも
１つである。）を有するアモルファス性ナノスケールリチウム遷移金属リン酸塩マテリア
ル。
【請求項５５】
　上記Ｍは、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、ＣｏおよびＮｉからなる群から選択された第
１列遷移金属の少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項５６】
　上記ＭがＦｅであることを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項５７】
　上記ＭがＭｎ及びＦｅを含むことを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項５８】
　上記調製されたマテリアルが、上記遷移金属濃度に比して、約９５モル％以下の濃度で
リチウムを含有することを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項５９】
　上記調製されたマテリアルが、上記遷移金属濃度に比して、約８５モル％以下の濃度で
リチウムを含有することを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項６０】
　少なくとも約１０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項５４記載のマテ
リアル。
【請求項６１】
　少なくとも約２５ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項５４記載のマテ
リアル。
【請求項６２】
　少なくとも約５０ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする請求項５４記載のマテ
リアル。
【請求項６３】
　最小断面のディメンジョンの平均が約２００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有するこ
とを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項６４】
　最小断面のディメンジョンの平均が約１００ｎｍ以下である一次粒子サイズを有するこ
とを特徴とする請求項５４記載のマテリアル。
【請求項６５】
　請求項５４記載のマテリアルを含むカソード。
【請求項６６】
　請求項６５記載のカソードを含む電気化学セル。
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